
1 法人の概要

〒 -

（ ） -

常　勤 非常勤 市ＯＢ 市現職 その他

①

②

③

④ 文化，教育等に関する調査研究，情報の収集及び提供事業

⑤ 歴史，芸術，民俗等に関する資料収集，調査研究，保管，展示等の事業

⑥ 生涯学習，社会教育の推進及び活動の支援に関する事業

⑦ 文化及び社会教育関係施設等の管理運営事業

⑧

2 情報公開の状況

ある ）

作成中・作成計画あり （公開予定時期 平成 年 月 ） 作成予定なし

事業内容 財務状況 役員氏名 その他（ ）

3 職員構成

増 2 減 0 歳

法人独自の給与体系 市の給与体系を準用 その他（ ）

一般職
正職員 7 0 0

一部市の給与体系を準用

前年度と比較して職員数の増減 常勤職員の平均年齢 44.6

常 勤 職 員 の 給 与 体 系

臨時職員 70 ― ―
計

正職員 15 1 0
0

臨時職員 11 ―

10 11

職員

管理職
正職員 8 1 0

0

役員

計 1 1 0

660

8 9

監事 2 2

うち市派遣

理事 1 1

法人ホームページでの情報の提供内容（作成中の法人においては提供予定内容）

定款，設立趣意書等

ホームページ以外での情報提供の方法

情報誌「ぽけっと」、事業チラシ

（単位：人）

常勤 非常勤 合計
うち市ＯＢ

法人のホームページの有無

（アドレス　http://www.mfca.jp

代 表 者 理事長　三浦　宏

設 立 目 的

盛岡市における文化の振興を図ることにより、市民の心豊かな生活の実現に資することを目的とする。

主 要 事 業

音楽，舞踊，演劇，美術その他の芸術文化に関する鑑賞事業

電 話 番 号 019 621 5102 設立年月日 平成9年10月15日

文化，歴史及び社会教育に関する教育普及事業

市民が行う文化活動の育成及び支援に関する事業

その他事業団の目的を達成するために必要な事業

平成29年度　盛岡市出資等法人　経営状況調査表
（平成29年4月1日現在）

法 人 名 公益財団法人盛岡市文化振興事業団 所 管 課 文化国際室

所 在 地 020 0045 盛岡市盛岡駅西通２－９－１　マリオス５階

7
19

85

臨時職員 59 ― ―
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4 財政状況等

千円 千円 ％

① （出資等割合 ％）

② （出資等割合 ％）

③ （出資等割合 ％）

④ （出資等割合 ％）

⑤ （出資等割合 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

④ 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

④ 千円）

⑤ 千円）

⑥ 千円）

⑦ 千円）

⑧ 千円）

⑨ 千円）

⑩ 千円）

⑪ 千円）

（貸付金がある場合記入）

千円

％

5 指定管理者となっている公の施設（現在，公の施設の指定管理者となっている団体のみ記入）

施 設 の 名 称
盛岡市民文化ホール・盛岡市都南文化会館・盛岡劇場・盛岡市渋民文化会館・盛
岡てがみ館・原敬記念館・盛岡市先人記念館・盛岡市河南公民館・盛岡市都南公
民館・石川啄木記念館・盛岡市渋民公民館

盛岡市民文化ホール・盛岡市都南文化会館・盛岡劇
場・盛岡市渋民文化会館・盛岡市河南公民館・盛岡市
都南公民館・盛岡市渋民公民館

利用料金収入（平成29年度予算額） 74,013

法人の収入全体の 7.7

渋民公民館指定管理料 （平成29年度予算額 24,965

貸 付 目 的 利用料金対象施設
（利用料金制を採用している施設
がある場合記入）

指 定 管 理 料 内 訳

市民文化ホール指定管理料 （平成29年度予算額 256,064

都南公民館指定管理料 （平成29年度予算額 18,967

委 託 料 内 訳

（平成29年度予算額

（平成29年度予算額

渋民文化会館・渋民公民館・渋民図書館指定管理料 （平成29年度予算額 59,847

先人記念館指定管理料 （平成29年度予算額 59,847

原敬記念館指定管理料 （平成29年度予算額 23,340

石川啄木記念館指定管理料

負 担 金 ・ 交 付 金 内 訳

（平成29年度予算額

（平成29年度予算額

文化会館活動事業費 （平成29年度予算額 7,992

情報誌発行事業 （平成29年度予算額 1,296

補 助 金 内 訳

財団総務管理費 （平成29年度予算額 90,684

委 託 料 0 （収入全体の

指 定 管 理 料 692,563 （収入全体の 73.2

平成29年度における当
市の財的関与の状況

補 助 金 112,080 （収入全体の 11.8

負担金・交付金 0 （収入全体の

貸 付 金 0 （収入全体の

主な出資等者

資 本 金
（ 基本財 産） 100,000 本市出資等額 100,000 本市出資等割合 100.0

（平成29年度予算額 22,321

盛岡てがみ館指定管理料 （平成29年度予算額 20,660

河南公民館指定管理料 （平成29年度予算額 28,141

芸術鑑賞事業費 （平成29年度予算額 13,126

盛岡劇場・河南公民館指定管理料 （平成29年度予算額 90,139

都南文化会館・都南公民館指定管理料 （平成29年度予算額 89,392
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6　法人の経営内容の詳細

(1) 取組目標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

81,816 81,816 81,816

75,279 90,118 87,383

70,522 70,522 70,522

80,040 76,388 73,935

691,413 691,413 691,413

694,297 682,446 751,779

※　１　中長期計画等を策定している場合，計画に盛込まれている目標等を記載してください。

　 　２　中長期計画等を策定していない法人で，毎年度の目標等を設定している場合は，その目標等を

　　　　記載してください。

　　 ３　毎年度の目標等を設定していない場合は，法人の活動が具体的に数値として表れるものを記載

　　　　してください。

(2)　経営状況

※複数の会計を持つ法人は，合算して記載すること。 （単位：千円，％，人）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

総収入 1,037,461 1,065,318 1,046,870

当期収入（A) 953,122 953,750 942,291

基本財産運用収入 25 25 25

1,024 1,162 1,306

補助金等収入 121,427 118,875 116,298

115,587 113,045 115,979

事業収入(C） 830,534 833,494 824,144

129,883 142,779 137,676

0

700,651 690,715 686,468

繰入金収入 0

市からの借入金 0

その他の収入 112 194 518

84,339 111,568 104,579

総支出 949,369 983,362 940,294

当期支出 949,369 983,362 940,294

人件費 280,730 296,431 288,217

事業費（人件費除く） 652,681 656,748 641,394

管理費（人件費除く） 4,341 7,895 3,245

資産取得支出 9,264 21,585 7,438

繰入金支出 0 0 0

その他の支出 2,353 703 0

収支の状況

④
計画

実績

②指定管理施設
の利用料金

千円
計画

実績

③施設管理費 千円
計画

実績

指標名 単位

①自主事業経費
（文化会館）

千円
計画

実績

区　　　　　分

会費収入（入会金収入を含む）

うち市からの補助金等(B)

うち自主事業収入

うち市からの委託料（D)

うち市からの指定管理料（E)

前期繰越額
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平成26年度 平成27年度 平成28年度

当期収支差額 3,753 ▲ 29,612 1,997

次期繰越収支差額 111,568 104,579 106,576

953,124 956,209 942,195

947,741 961,075 936,759

5,383 ▲ 4,866 5,436

0 0 0

0 1,071,939 169

0 ▲ 1,071,939 ▲ 169

資産（G) 342,883 342,420 352,926

うち固定資産 147,185 159,574 165,031

うち流動資産（H) 195,698 182,846 187,895

負債 103,451 109,840 115,787

うち固定負債 20,103 26,406 28,658

うち流動負債（I) 83,348 83,434 87,129

正味財産（J) 239,431 232,579 237,139

うち当期正味財産増減額 5,184 ▲ 6,851 4,560

235 219 216

70 68 67

11,213 11,383 10,956

12 12 12

84 83 83

常勤役員数（K) 1 1 1

うち本市ＯＢ 1 1 1

うち本市派遣職員 0 0 0

職員総数（L) 84 83 85

うち常勤職員数 84 83 85

うち本市ＯＢ 8 8 8

うち本市派遣職員 0 0 0

うち管理職員数 18 18 19

0 0 0

管理職員比率 21 22 22

職員新規採用数 15 8 6

うち常勤職員数 15 8 6

① 295,544 278,442 247,403

② 60,313 57,918 58,122

③ 70,123 69,990 66,307

④ 22,128 24,805 27,959

⑤ 13,764 14,573 11,446

⑥ 6,581 7,896 7,497

⑦ 11,906 10,592 10,889

⑧ 5,400 6,270 5,310

⑨ 33,452 33,948 31,505

⑩ 92,310 92,157 86,976

⑪ 21,612 22,070 24,765

区　　　　　分

収支の状況

組織の状況

常勤役員比率（常勤役員数/総役員数）

事業指標

盛岡市民文化ホール利用人数

河南公民館利用人数

都南公民館利用人数

渋民公民館利用人数

盛岡劇場利用人数

都南文化会館利用人数

渋民文化会館利用人数

先人記念館利用人数

原敬記念館利用人数

財産の状況

財務指標

流動比率（H/I)

自己資本比率（J/G)

職員一人当たり収益高（F/（K+L)）

当期収入に占める市補助金等の割合（B/A)

事業収入に占める市委託料，指定管理料の割合（（D+E)/C)

正味財産
の

状況

経常収益(F)

経常費用

当期経常増減額

経常外収益

経常外損益

当期経常外増減額

石川啄木記念館利用人数

盛岡てがみ館利用人数
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平成26年度 平成27年度 平成28年度

補助金額

① 89,116 88,395 89,665

② 15,921 14,903 13,126

③ 9,206 8,422 7,992

④ 1,296 1,296 1,296

負担金・交付金額

①

②

委託金額

①

②

上記のうち再委託額

上記業務の委託契約方法

指定管理料

① 254,525 255,696 255,715

② 盛岡劇場・河南公民館指定管理料 90,139 89,172 87,903

③ 都南文化会館・都南公民館指定管理料89,392 88,118 86,644

④ 渋民文化会館指定管理料 59,847 58,686 57,575

⑤ 先人記念館指定管理料 60,907 61,347 60,547

⑥ 原敬記念館指定管理料 22,699 22,917 22,737

⑦ 石川啄木記念館指定管理料 21,831 21,831 22,404

⑧ 盛岡てがみ館指定管理料 20,660 20,660 20,660

⑨ 河南公民館指定管理料 28,090 28,161 28,156

⑩ 18,967 19,126 19,128

⑪ 24,965 24,994 24,997

貸付金額

損失補償額

債務保証額

区　　　　　分

渋民公民館指定管理料

平成28年度決算の概要

・燃料費や光熱水費等の経費削減に努め，削減による剰余金につきましては，利用者サービスの向上や，
サービスの低下をまねかないよう，修繕等の公益目的事業を積極的に行いましたが，収支は若干黒字となっ
た。
・文科省の受託事業や助成金を積極的に獲得し，外部資金の導入に努めた。
・基本財産及び運用財産を適正に管理・運用し，健全な法人運営を行った。

本市の財
政的関与
等の状況

財団総務管理費

文化会館活動事業費等

情報誌発行業務

盛岡市民文化ホール指定管理料

都南公民館指定管理料

芸術鑑賞事業費
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７　所管課による財務状況についての点検評価結果

※参考（別紙フローチャートによるチェック）

はい いいえ

1 ○

2 ○

3 ○

4

5

6

7

8

9

　※「累積欠損金」→「正味財産の部合計」

累積欠損金があるが，対自己資本比率は100％超
である。

累積欠損金がある。

平成28年度決算において減価償却前黒字である。

事業計画どおりの償却前赤字である。

概ね３年以内に単年度黒字可能である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％未満
である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％～
100％である。

平成27年度決算において赤字であるが，累積欠損金がないことから，財政状況について概ね良好と判断す
る。

番号 質問
チェック欄

平成27年度決算において黒字である。

平成28年度決算において黒字である。

Ｂ Ａ：良好，　Ｂ：概ね良好，　Ｃ：改善を要する，　Ｄ：大いに改善を要する
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フローチャートによる判定 ＜別紙＞
（下記の該当する”Yes”，”No”及びＡ～Ｄを○で囲むこと。また，判定の根拠についてもコメント欄に併せて記載すること。）

No

累積欠損金額が

Ａ：良好
Ｂ：概ね良好
Ｃ：改善を要する
Ｄ：大いに改善を要する

Ｃ

Ｄ

Ｃ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

Ｄ

対　自己資本比率
100％超

(債務超過）

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｃ

対　自己資本比率
50～100％

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｄ

累積欠損金が
あるか

Ｂ

対　自己資本比率
50％未満

事業計画どおりの
累積欠損か

Ｂ

減価償却前
黒字か

事業計画どおりの
償却前赤字か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

平成27年度決算に
おいて黒字か

平成28年度決算に
おいて黒字か

累積欠損金が
あるか

Ａ

平成28年度決算に
おいて黒字か

Ｙｅｓ Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｎｏ Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

＜損益計算書からみて＞ 

＜貸借対照表からみて＞ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 


